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『
作
者
部
類
』
の
改
稿
過
程

神

田

正

行

一
、

「作
者
部
類
」

の
執
筆

 
天
保
四
年
十
月
十
九
日
、
曲
亭
馬
琴
は
知
友
の
木
村
黙
老
か
ら
、
「近
来

戯
作
者
変
態
沿
革
之
事
」
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
を
受
け
て
い
る
。
当

時
、
讃
岐
高
松
藩
の
家
老
と
し
て
江
戸
に
在

っ
た
黙
老
は
、
書
札
の
応
酬

と
書
物
の
貸
借
を
、
馬
琴
と
の
間
で
恒
常
的
に
行
な
っ
て
い
た
。

 
こ
の
照
会
を
契
機
と
し
て
、
馬
琴
が
同
年
十
二
月
に
起
筆
し
た
の
が
、

戯
作
者
評
伝
『近
世
物
之
本
江
戸
作
者
部
類
』
(未
完
二
冊
。
以
下
適
宜
略

称
)
で
あ
る
。
同
書
の
成
立
に
関
し
て
は
、
木
村
三
四
吾
氏
に
よ
る
克
明

な
考
証
が
備
わ
る
の
で
、
以
下
本
稿
に
お
い
て
も
、
同
氏
の
験
尾
に
付
す

こ
と
を
諒
と
さ
れ
た
い
。

 
山
口
剛
が
そ
の

一
端
を
指
摘
し
、
木
村
氏
が
詳
細
に
跡
づ
け
ら
れ
た
よ

う
に
、
手
近
な
資
料
と
自
ら
の
記
憶
ば
か
り
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
馬

琴
は
同
書
の
初
稿
を
執
筆
し
た
。
『作
者
部
類
』
の
執
筆
・改
稿
の
過
程
を
、

『馬
琴
日
記
』
な
ど
か
ら
要
を
摘
ん
で
整
理
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な

る
。

 
 

・
天
保
四
年

 
 
 
12
月
2
日
 

「木
村
黙
老
頼
赤
本
作
者
部
」
と
し
て
日
記
に
初
出
。

 

 

18

日

・
天
保

五
年

1
月

5

日

 

 

7

日

 

 

24

日

3
月

21

日

 

 

24

日

4
月

18

日

、

5
月

2

日

 
 

10

日

6
月

26

日

8
月

2
日

10

月

25

日

17 7

日 日

小
字

本
巻

一
脱

稿
。

翌
日
、

巻
之

二
起

筆
。

巻
之
二

「読
本
作
者
部
」、
ほ
ぼ
稿
し
終
わ
る
。

目
録
と

「補
遺
分
二
三
丁
」
を
記
す
。
小
字
本
成
稿
。

小
字
本
二
冊
を
黙
老

へ
貸
進

(3
月
2
日
返
却
)。

小
字
本
の
筆
写
を
、
筆
工
大
嶋
右
源
二
に
依
頼
。

黙
老
か
ら
新
製
写
本
二
冊
を
受
け
取
る
。

※
大
字
本
の
祖
本
。
の
ち
黙
老
所
蔵
。

小
字
本
の
副
本
出
来
。

小
字
本
副
本
を
、松
坂
の
殿
村
篠
斎

へ
向
け
て
発
送
。

※
同
月
22
日
、
松
坂
着
。

馬
琴
所
蔵
の
大
字
本
写
本
出
来
。

同
月
17
日
付
篠
斎
書
翰
到
来
。
「校
閲
抄
」
同
封
。

7
月
18
日
付
小
津
桂
窓
書
翰
到
来
。

※
小
字
本
の
誤
脱
指
摘
を
含

む
。

『作
者
部
類
」
の
遺
漏

・
誤
脱
を
訂
す

(至
10
日
)
。

大
字
本
写
本
二
部
の
作
成
を
、
大
嶋
筆
工
に
依
頼
。

松
坂
行
の
大
字
本
写
本
二
部
出
来
。
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11
月
1

日
 
大
字

本
写
本

二
部

を
、

松
坂

へ
向

け

て
発
送

。

 

「
小
字
本

」

は
初

稿
本

、
「
大
字

本
」

は
浄

書
本

に
相

当

す
る
。

『作

者

部
類

』
の
小
字
初
稿

本

は
、
起
筆

後

ほ
ぼ

ひ
と
月

の
間

に
作
成

さ

れ
た

が
、

そ

の
後
も

馬
琴

は
長
期

間

に
わ
た

っ
て
、
同

書

に
増
補

・
訂

正

の
筆

を
加

え
続

け

た
。

こ
の
改
訂

作
業

と
並
行

し

て
、

馬
琴

の
監

督
下

で
作

成

さ
れ

た

『
作
者

部
類
』

の
写
本

は
、

小
字
本

一
点

、
大
字

本

四
点

で
あ

っ
た
も

の
と
思

わ
れ
る
。

こ
の
う
ち

の
大
字
浄

書
本

は
、

馬
琴

と
黙

老

の
ほ

か
、

伊
勢

松
坂

の
殿
村

篠
斎

と
小
津

桂
窓

と

に
、

そ

れ
ぞ

れ
蔵

さ
れ

た
。

 
小

字
稿

本

の
成

稿

か
ら
、

そ

の
副
本

が
松

坂

へ
向

け

て
発
送

さ
れ

る
ま

で
に
、
四

ヶ
月

の
時

日
を
要

し

て

い
る
が
、
こ
の
間

に
も

馬
琴

は
、
『作

者

部
類

』
中

の
不
審
箇

所

に

つ
い
て
、
篠

斎

・
桂
窓

の
両

知
友

か

ら
、
情

報

の
提

供
を

受
け

て

い
る
。

例

え
ば
、

正
月

二
十

日
付

の
桂
窓

書
状

に
は
、

建
部

綾
足

の
著
作

に
関

す
る
記

載
が

あ
り
、

ま

た
三
月

十

二
日
付

の
篠

斎

書
翰

に
は
、
都
賀
庭

鐘

の
素
性

な
ど

が
記

さ
れ

て

い
た
。

五
月

二
日

に
松

坂

へ
向

け

て
発

送
さ

れ
た
、

小
字
稿

本

の
副

本

に

お

い
て
は
、

す

で
に

こ

れ
ら

の
情

報
が

、
本
文

中

に
反
映

さ
れ

て

い
た
筈

で
あ

る
。

 

こ

の
小
字

本

を
披
閲

し
た
篠

斎

と
桂
窓

は
、

同
本

の
誤

脱
を

お

の
お

の

馬
琴

に
報

告
し

て

い
る
。
特

に
篠
斎

は
、

「
作
者

部
類

校
閲

抄
」
な

る

一
通

を

馬
琴

に
呈
し

て

お
り
、
そ

の
誤
脱

指
摘

は

か
な
り

の
分

量

に
及
ん

だ

も

の
と
思

わ
れ

る
が
、

そ

の
詳

細

は
こ
れ

ま

で
明

ら

か
で

は
な

か

っ
た
。

 

以
下
本

稿

で
は
、
如

上

の
経

緯
を

踏

ま
え
た

上

で
、

吉

田
澄
夫

氏

旧
蔵

の
馬
琴
書

翰
断
簡

を
紹

介
し

、
そ

の
執
筆
時

期

や
記
述

の
内
容

に
検

討

を

加

え

つ
つ
、
馬

琴
が

『
作
者

部
類
』

を
改

稿

し
て

ゆ
く
過

程

の

一
端

を

明

ら

か
に
し

て
み
た

い
。

二
、
吉
田
澄
夫
氏
旧
蔵
馬
琴
書
翰
断
簡

 
以
下
に
掲
出
す
る
、
吉
田
澄
夫
氏
旧
蔵
の
馬
琴
書
翰
断
簡
は
、
こ
れ
ま

で
未
紹
介
で
あ
っ
た
が
、
現
蔵
者
で
あ
る
佐
藤
悟
氏
の
御
厚
意
よ
っ
て
、

特
に
翻
刻

・
研
究
を
お
許
し
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。

 
翻
字
に
際
し
て
、
稿
者
が
句
読
を
施
し
た
が
、
清
濁
や
改
行
位
置
は
原

翰
に
従

っ
た
。

 
 

(前
欠
)

 
 
 
し
か
ら
し
む
る
処
有
之
候
事
、
今
に
は
し
め
ぬ

 
 
 
も
の
な
か
ら
、
大
長
息
致
し
候
事
二

 
 
 
御
坐
候
。
是
等
之
意
衷
ハ
、
又
別
に
し
る
し

 
 
 
候
て
、
備
御
笑
可
申
候
。
老
婆
親
切
と
御
聞

 
 
 
流
し
奉
希
候
。

 
 

一 

作
者
部
類
の
内
、
喜
三
二
の
ふ
る
朽
木
、
井

二

 
 
 
邊
遁
草
紙
之
事
等
、
誤
り
件
々
御
心
附

 
 
 
被
下
、
恭
奉
存
候
。
ふ
る
朽
木
ハ
、
君
か
御
覧

 
 
 
被
成
候
も
同
書
也
。
作
り
物
語
に
て
あ
り
し
を
、

 
 
 
御
状

二
て
思
ひ
出
し
候
。
被
仰
越
候
趣
を
以
、

 

 
 

考

見
候

ヘ
ハ
、
げ

に
く

さ
る
事

も
あ

り

け
り
と

 

 
 

思

ひ
出

し
候
。

わ
く

ら

ハ
草

紙

も
同
断

、
暗

記

の

 

 
 

失

こ
て
、

汗
顔
仕

候
。

勿
論

、

五
十
年

許
前
、

 

 
 

か
り
そ

め

に
見
過

し
候

て
、

お
も
し

ろ
し

と
も

 

 
 

不
存

候

兀
籍
故

、

一
向

二
忘

れ
候

上
、

老

 

 
 

毫

の
気

味
も
有

之
、

人

二
い

ハ
れ

て

 

 
 

は
し

め
て
思

ひ
出

し
候
事

、

わ
れ
な

か
ら
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鈍
ま
し
く
、
自
笑
い
た
し
候
事
二
御
坐
候
。

 
 
 
月
下
清
談

ハ
、
万
象
亭
の
作

二
御
坐
候
。

 
 
 

こ
の
外
、
被
仰
越
候
分
ハ
、
こ
〉
ろ
付
候

へ

 
 
 

と
も
、
作
者

・
冊
数
等
を
忘
れ
候
も
多
く
御
坐
候
て
、

 
 
 
遺
憾
不
少
候
。
来
春
ふ
た
》
ひ
稿
を

 
 
 
起
し
候
比
迄
、
尚
又
御
心
附
被
成
候
事
ハ
、

 
 
 
御
介
意
な
く
御
示
教
奉
希
候
。
右
の

 
 
 
説
舛
、
今
次
写
さ
せ
上
候
大
字
の
か
た
ハ
、
不
残

 
 

(以
下
二
行
判
読
困
難
)

 
大
き
さ
、
約

一
六

・
一
×
四
〇
糎
。
印
記
、
右
端
上
部
に

「吉
田
/
澄

蔵
」
の
方
形
朱
印
。

 
な
お
、
裏
面
に
ペ
ン
書
き
で
記
さ
れ
た

「滝
沢
馬
琴
」
の
文
字
が
、
書

翰
の
表
面
に
ま
で
浸
透
し
て
お
り
、
こ
れ
が
も
と
も
と
墨
付
き
の
悪
い
末

二
行
の
判
読
を
困
難
に
し
て
い
る
。

 
右
の
中
に
見
え
る

「作
者
部
類
」
が
、
『近
世
物
之
本
江
戸
作
者
部
類
』

を
示
す
こ
と
は
、

一
読
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
前
節
に
お
い
て
整
理
し
た
、

『作
者
部
類
』
の
成
立
過
程
に
照
ら
し
て
み
れ
ば
、
こ
の
断
簡
を
天
保
五

年
に
お
け
る
馬
琴
書
翰
の
一
部
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
 
 
 
三
、
「作
者
部
類
校
閲
抄
」

 
前
掲
断
簡
の
中
に
見
え
て
い
る
、「喜
三
二
の
ふ
る
朽
木
」、「還
遁
草
紙
」

(正
し
く
は

『邊
遁
物
語
』
)、
「月
下
清
談
」
等
の
書
名
は
、
件
の
断
簡
が

執
筆
さ
れ
た
時
期
や
、
そ
の
宛
て
名
を
特
定
す
る
た
め
の
手
が
か
り
と
な

る
で
あ
ろ
う
。
右
三
書
の
概
略
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

 
 

・
『古
朽
木
』 
 

朋
誠
堂
喜
三
二
作
、
恋
川
春
町
画

 
 
 

五
巻
五
冊

 
・
『遊
遁
物
語
』

 
 
 

五
巻
五
冊

 
・
『月
下
清
談
』

 
 
 

五
巻
五
冊

こ
の
う
ち
、

安
永
九
年
、
西
村
伝
兵
衛
刊

雲
府
観
天
歩
作
、
勝
川
春
山
画

寛
政
九
年
、
上
総
屋
利
兵
衛
等
刊

森
羅
子
作

寛
政
十
年
、
上
総
屋
利
兵
衛
等
刊

 
 
 
 
 
 
森
羅
子
の

『月
下
清
談
』
に
関
連
す
る
記
載
は
、
『作
者
部

類
』
の
中
に
は
見
え
な
い
が
、
『古
朽
木
』
と

『選
遁
物
語
』
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
梗
概
が

『作
者
部
類
』
巻
二

「読
本
作
者
部
」
に
記
さ
れ
て

い
る
。
各
々
の
記
事
に
は
、
次
節
以
下
で
検
討
を
加
え
る
が
、
特
に

『古

朽
木
』
の
概
略
は
、
「伊
勢
松
坂
な
る
篠
斎
老
人
」
か
ら
の
教
示
に
よ
る
も

の
で
あ
る
と
い
う
。
し
て
み
れ
ば
、
右
断
簡
の
本
体
は
、
殿
村
篠
斎
が
『作

者
部
類
』
の
誤
脱
を
指
摘
し
た
書
状
に
対
す
る
、
馬
琴
の
返
翰
で
あ

っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 
こ
の
書
状
の
往
返
が
、
江
戸

・
松
坂
間
で
行
な
わ
れ
た
時
期
は
、
篠
斎

が
小
字
初
稿
本

『作
者
部
類
』
を
手
に
し
た
、
天
保
五
年
五
月
二
十
二
日

か
ら
、
馬
琴
が
同
書
の
大
字
浄
書
本
を
伊
勢
に
向

け
て
発
送
し
た
、
同
年

十

一
月

一
日
ま
で
の
期
間
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
期
間
内
に
、
両

者
の
間
で
書
札
が
交
わ
さ
れ
た
状
況
を
、
以
下
に
整
理
し
て
み
る
。

 
 
6
月
17
日

〈6
月
26
日
〉 

●
馬
琴
宛
篠
斎
書
翰

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※

「作
者
部
類
校
閲
抄
」
同
封
。

 
 
7
月
21
日

〈

不
明
 
〉 

①
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵

(破
損
多
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※

「雁
来
魚
往
」
第
三
冊
に
断
簡
二
点
。

 
 
8
月
16
日

く

不
明

V

②

「雁
来
魚
往
」
第
三
冊
所
引

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※
桂
窓
宛
紙
包
に
同
封
。

 
 
10
月
3
日

く
10
月
16
日
V 

●
馬
琴
宛
篠
斎
書
翰
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10
月

11
日

〈
10
月

21
日
〉
 

●

馬
琴
宛

篠
斎

書
翰

 
 

11
月

1
日

〈
11
月

9
日

〉 

③

早
大

図
書
館

(本

翰

)

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
④

国
会

図
書

館
蔵

(別

楮
)

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

※
大
字

本

二
部
同
時

発

送

(20

日
着

)
。

 
馬

琴

の
書

翰

に
は
、

番
号

を
付

し

て
、

所
蔵

機
関

等
を

注
記

し

た
。

ま

た

〈

〉

内

は
、
書
翰

が
先

方

に
到

着

し
た

日
付

で
あ

る
。

こ

の
年

の
前

半

に
、
両
者

間

で
行
な

わ

れ
た
書
札

の
往

返

に

つ
い
て

は
、
拙
稿

「
馬
琴

書
翰

年
次

考
」

(本
誌

30
号
。

平
成

11
年

9
月

)
に
お

い
て
、
同

様

の
整
理

を
行

な

っ
た
。
前

掲
断

簡

の
本
体

は
、
右

に
掲
げ

た
①

か
ら
④

の
四
通

に

限
定

さ
れ

る
。

 

三
村
竹

清

の
雑

録

『雁

来
魚

往
』

(天

理
図
書

館
所

蔵
)
の
中

に
は
、
右

の
②

を
含

め

て
、
こ

の
年

の
篠

斎
宛

馬
琴
書

翰

が

四
通

筆
写

さ

れ

て

い
る
。

そ

の
中

で
、
木

村
三

四
吾
氏

が
①

の

一
部

と
断

ぜ

ら
れ
た

二
断

簡

に
は
、

「紙

之
前

後

一
行
位

は
が

せ
し
あ

と
」

が
存

し
た

と

い
い
、
竹

清

は

こ
れ

を

「
襖

の
下
貼

と
な

り

て
ゐ
た
り

し
」
痕

跡

と
推
定

し

た
。
吉

田
氏

旧
蔵

断
簡

も
、

あ

る

い
は
こ
れ

ら
と
同

様

の
運

命

を
た

ど

っ
た
も

の

か
も
知

れ

な

い
。

 
第

一
節

に
お

い
て
整

理

し
た
よ

う

に
、

馬
琴

は

八
月
七

日

か
ら
十

日

に

か
け

て
、

『
作
者

部
類
』
に
対

す

る
補
訂

の
筆

を
執

っ
て
お
り
、

こ
れ
以
後

は
同
書

に
大
幅

な
加
筆

訂
正

が
施

さ
れ

た
徴
証

を
見

出
す

こ
と
は

で
き

な

い
。
ゆ

え

に
木
村

氏
も

、
「
天
保

五
年

八
月

十
日

現
在

の
状
態

を

も

っ
て

『
江

戸

作
者
部

類
』
は
テ

キ
ス

ト
と
し

て

】
ま
ず
固

定

し
た
」

(同
氏

解
題

一
四

八
頁

)

と
さ
れ

る

の
で
あ

る
。

『古

朽
木

』
や

『濯
遁

物
語

』

の
梗
概

は
、

本

文

に
無

理
な

く
組

み
込

ま
れ

て
お

り
、

こ
れ
ら

の
記
事

が

、
定
稿

を

見

た
後

に
追

補

さ
れ
た

も

の
と
は
考

え

づ
ら

い
。

よ

っ
て
前

掲

の
断
簡

が

、

十

月

に
お
け

る

二
通

の
篠

斎
書

状
を

受
け

た
、
十

一
月

一
日
付

馬
琴

書
翰

(③

・
④

)

を
本

体
と

す

る
可

能
性

は
低

い
で
あ
ろ

う
。

 

ま
た
、

『
作
者

部
類
』
改
稿

の
直
後

に
染

筆

さ
れ
た

、

八
月
十

六

日
付

の

②

書
翰

は
、

竹
清

に
よ

る
筆

写

に
信
を
置

く
限

り
短

翰

で
あ

り
、
大

幅

な

脱
落

の
痕
跡

も
見

受

け
ら

れ
な

い
。

こ
の
折

の
馬
琴

の
主

眼

は
、

む
し

ろ

桂
窓

宛
書
状

に
あ

り
、

ゆ

え

に
②

の
書
翰

も
、

桂
窓

の
も

と

か
ら
篠

斎

へ

回
送

さ
れ

た

の
で
あ

る
。
直
前

の
①

書
翰

発
送

以
降

に
、

馬
琴

が
篠

斎

か

ら

の
書

状

を
受

け
取

っ
て

い
な

い
事

実

に
照

ら
し

て
も
、
前

掲

断
簡

を
②

書
翰

の

一
部

と
見

な

す
こ

と
は
難

し

い
。

よ

っ
て
、

吉

田
氏

旧
蔵
断

簡

の

本

体

は
、
①

の
七

月

二
十

一
日
付
書

翰

で
あ

る
蓋
然

性
が
高

い
こ

と

に
な

る
。

 

先

に
も
触

れ

た
よ
う

に
、
①

書
翰

の
染

筆

に
先
だ

つ
六

月

二
十

六
日

、

馬
琴

は
篠
斎

書
状

に
同

封

さ
れ
た

、
「
作

者
部

類
校

閲
抄
」
な

る

一
通
を

手

に
し

て
い
る
。

ゆ
え

に
①

書

翰

に
は
、

「
校
閲

抄
」
の
筆
労

に
対

す

る
馬

琴

の
謝

辞
が
含

ま

れ

て

い
て
然

る

べ
き

で
あ

ろ
う
。

し

か
し
、
断

簡

を
継

ぎ

合

わ
せ

た

に
等

し

い
惨

状

を
呈

し

て
い
る
①

書
翰

に
は
、

「
校

閲
抄

」
は
も

と

よ
り
、

『
作
者

部
類

』
そ

の
も

の

に
関

す

る
記
載

も
、

ほ
と

ん
ど

見
出

す

こ
と
が

で
き
な

い
。
竹

清

が
記
し

と
ど

め
た

同
書
翰

の
断

片

に
は
、
『作

者

部
類

』

に
触

れ
た
記
述

が
存

す

る
も

の

の
、

篠
斎

の

「校

閲
抄

」

に
関

わ

る
言

説

は
、

こ

の
断
片

中

に
も
含

ま

れ
な

い

の
で
あ

る
。

 

如

上

の
諸

事
情

か
ら
、
吉

田
氏

旧
蔵

断
簡

の
後
段

は
、

篠
斎

の

「
作

者

部
類

校
閲

抄
」

に
対

す

る
馬
琴

の
返
報

と
考

え

る
こ
と

が

で
き

る
。

こ

の

推
定

に
誤

り
が

な

い
も

の
と
す

れ
ば
、

篠
斎

の

「校

閲
抄

」
に
は
、

『
古

朽

木

』
や

『
濯
遁

物
語
』

に

つ
い
て

の
誤

脱
指
摘

、

あ

る

い
は

『月

下
清

談
』

に
関

す

る
何

ら

か
の
事
象

等

が
含

ま

れ

て

い
た

こ
と

に
な

る
。
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そ

の

一
方

で
、
前

掲
断
簡

の
前

段

が
、

い
か
な

る
記

述

の
末
尾

部
分

で

あ
る

の
か
、
特

定

す
る

こ
と
は
難

し

い
。

「
大
長
息

」

「
老
婆

親
切

」
等

の

語
句

か
ら
、

あ

る

い
は
当

時
傾

き

か
け

て

い
た
、
殿

村

の
家
業

に
関

わ
る

も

の
か
と

も
思

わ
れ

る
が
、

こ

の
推

定
も

確
証

を
欠

い
て

い
る
。

四
、
「
喜

三
二
の
ふ
る
朽
木
」

 

『作

者

部
類
』
巻

之

二

「
読

本
作

者
部

」

の

「
平

沢
月

成
」

項

に
お
け

る
、
滑

稽
本

『古
朽

木
』

に

つ
い
て

の
記

載

は
、
以

下

の
通

り
で
あ

る
。

 

 

(前
略

)
天
明
中

、
古

朽
木

と

い
ふ
冊

子

〔半

紙
本

〕
五
巻

を
著

す
。

 

 
こ

の
書

も
例

の
作

り
物
語

な

り
。
印

行

の
折
、

記
者

も
見

た

れ
ど
、

 

 
四
五
十
年

の
昔

に
あ

な

れ
ば
、

い
ふ
か

ひ
も
な

く
忘

れ

し
を
、
伊

勢

 

 
松

坂

な
る
篠
斎

老

人
、

そ
を
記

臆
し

た

り
と

て
、
予

が
為

に
い

へ
ら

 

 
く
、
喜

三

二
が
古
朽

木

の
世
界

は
、

俗

に

い
ふ
世
話

狂
言

に
似

た
れ

 

 
ど
、
何

事

を
父
母

に
し

て
作

り
た

る
歎
知

ら
ず

。

い
と
俗

々
た
る
趣

 

 
向

に
て
、
富
家

の
子
が
吉

原

へ
桜

を
栽

ん

と
し

て
損

を

せ
し
事

な

ど

 

 
も
あ

り

〔記
者

云
、

こ
は
大
申

が
吉

原

へ
さ

く
ら

を
う

ゑ
し
事

に
擬

 

 
し

て
作

り

た
る
な

る

べ
し
〕
。

(中
略

)

 

 
記
者

云
、
右

の
冊

子
は
、

当
時

通
油

町

な

る
書

騨
蔦

屋
重

三
郎

が
印

 

 
行
し

け
り
。
時

好

に
称

ふ

べ
き
も

の
な

ら
ね
ば

、
纏

に
三
四
十

部
売

 

 
た

る
の
み
、
製

本

い
た

づ
ら

に
板
元

の
庫

中

に
年

を
累

ね

て
、

蝉

の

 

 
す

み
か

に
な
り
し

と
そ
。
 

 

 

 

 

 

(十

丁
裏

～

十

一
丁
裏
)

 
黄

表
紙
作

者

と
し

て
名

高

い
喜

三

二
の
伝

は
、

『
作
者

部
類

』
巻

一
の
う

ち

「
赤
本

作
者
部

」

に
も
見

え

て
お
り
、

同

項

で
は
そ

の
生

涯
が
略

述

さ

れ
て

い
る
。

こ
れ

に
対

し

て
、
右

引
用

を
含

む

「
読
本

作
者

部
」

の
記

載

は
、
そ

の
冒
頭

に

「
月

成

は
喜

三

二

の
俳

名

な

る
よ
し

、
既

に
上
巻

赤
本

作
者

の
部

に

い

へ
る
が
如

し
」
、

末
尾

に
も

「
没
年

は
上
巻

に
見

え

た
り
」

と
あ

っ
て
、
前
者

の
追

補

と

い
う
趣

が
あ

る
。

 

馬
琴

は

『
作
者

部
類

』
起
筆

の
時

点

に
お

い
て
、

『
古
朽

木
』
の
内

容
を

「
い
ふ
か

ひ
も
な

く
忘

れ
」

て

い
た
と

い
い
、

同
書

に
関

す

る
小
字

本

の

記
述

も
、

曖
昧

か

つ
不
正

確
な

も

の

で
あ

っ
た

に
違

い
な

い
。

ゆ
え

に
篠

斎

は

「作

者
部

類
校

閲
抄

」

の
中

で
、
右

引
用

の
ご

と
き

『
古
朽

木

』

の

梗

概
を
掲

げ

て
、
馬

琴

の
誤

り
を
指

摘

し
た

の
で
あ

ろ
う
。

も

っ
と
も
、

篠
斎

と
て
同
書

を
手

元

に
蔵

し

て

い
た

わ
け

で
は
な

く
、
前

掲
引

用

の
中

略

部
分

に

お

い
て
、

「
悪

混
」
黍

蔵

の
名
前

が

「
猿
蔵

」
と
誤

記

さ

れ
て

い

る

の
も

、

こ

の
点

に
起

因
す

る
も

の

と
思

し

い
。

ま
た
、

「
記
者

云
」
以
下

の
馬
琴

の
記
述

に
も
誤

り
が
あ

り
、

『古
朽

木
』
の
板

元

は
耕

書
堂

で
は
な

く
、
湯
島

切

通

の

「
絵

双
紙
地

本

問
屋
」

西
村

伝
兵
衛

で
あ

る
。

 

右
引

用

に
続

け

て
、

馬
琴

は
以

下

の
よ
う

に
記

し
て

い
る
。

 

 

又
、

お
ら
く
物

語

と

い
ふ
戯

墨

一
巻

〔写

本
〕
あ
り
。

又
享

和
年

間
、

 

 
西

原
稜

江
子

〔名

は
好

和
、

柳
河
家

臣

〕

の
需

に
応

じ

て
、
後

は
昔

 

 
物

語

一
巻

〔
写
本

〕
を
綴

る
。

こ
は
享
保

以
来

吉
原

の
事

、
井

に
歌

 

 
舞

伎
役

者

の
事

を
旨

と
か

き

つ
め
た

る
随

筆
也

。
唯

よ

み
本

と
称

す

 

 

べ
き

も

の
は
、
右

の
二
部

に
過
ぎ
ず

。

そ
が
中

に
お
ら
く

物
語

は
、

 

 
部

し

た
る
物

に
あ

ら
ず

、
且

刊
行

せ
ざ

る
冊

子
な

れ
ば

、

世

に
知

ら

 

 
ざ

る
人

多

か
る

べ
し
。
 

 

 

 

 

 

 

(
以
下
略

。
十

一
丁
裏

)

 

早
稲

田
大

学
図

書
館

の
曲

亭
叢

書

に
は
、

喜
三

二

の
随

想
録

『後

は
昔

物

語
』

と
、

戯
文

『
お
ら

く
物
語

』

と
が
合

綴
し

て
収

め
ら

れ

て
お
り
、

同
書

に
は

「
文
化

八
年

辛
未

三
月

尽
」

付

の
馬
琴
識

語

が
存

す
る
。

森
銑

三

は

「
後

は
昔
物

語

雑
考

」

の
中

で
、
件

の
識
語

と

『
お
ら

く
物

語
』

の

全
文

と
を

、
東
京

大

学
史

料
編
纂

所

の

「
蒲

堂
叢

書
」

所
収

写
本

に
よ

っ
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て
紹
介

し

て

い
る
が
、
曲

亭
叢

書
本

と

は
用

字
等

が
若

干
相
違

す

る
。

 

『
後

は
昔
物

語
』

の
中

に
は
、
馬

琴
が

『
古
朽
木

』

に
お

い

て
趣

向
化

さ
れ

た
も

の
と
す

る
、

「
大

(太

)
申
」
こ
と
材
木
商

和
泉

屋
甚

助

に
関

す

る
記
述

も
見

い
だ

さ

れ
る
。

同
書

の
本
文
中

に
、

太
申

の

「吉

原

へ
さ
く

ら
を

う
ゑ
し

事
」

に

つ
い
て
の
記
載

は

な

い
が
、

馬
琴

は

こ

の
章
段

に
、

詳

細

な
頭
書

を
施

し

て
お
り
、

そ

の
中

で
は
浅
草
寺

境
内

の

「
太
申

桜

」

に
も
筆

が
及

ん

で

い
る
。

 

つ
ま
り
、
右

に
掲

げ

た

「平

沢
月

成
」
項

の
後
段

は

、
馬
琴

が

二
十
年

来

蔵

し
て

い
る
、

手
近

な
資
料

に
基

づ

い
て
記

さ
れ
た

わ
け

で
あ

り
、

小

字

稿
本

と

の
差
異

も
僅

少

で
あ

っ
た
も

の
と
思

わ
れ

る
。

五
、
「
遙
遁
草
紙
」

 

吉

田
氏
旧
蔵

断
簡

の
記
述

に
よ

れ
ば
、
篠

斎

は

「
作
者

部
類

校
閲

抄

」

の
中

で
、
『選

遁
物
語

』
に
関

わ
る
何

ら

か
の
事
象

を
記

し

て
、
小
字

本

『
作

者

部
類

』

に
お
け

る
馬

琴

の

「
暗
記

の
失

」
を
指

摘
し

た
も

の

と
思

わ
れ

る
。

し
か
し
、

先

の

「
平

沢
月

成
」
項

の
場

合

と
は
異
な

り
、

「
雲
府

館

天

府

」

の
項

に
篠

斎

の
名
前

は

明
記

さ
れ

て

い
な

い
。

 

馬
琴

は
件

の
断
簡

中

で
、

『濯

遁

物
語
』
の
書
名

を
「
遊

遁
草
紙

」
と
誤

っ

て

い
た
が
、

こ
れ

は

『作

者
部

類
』

の
小
字

稿
本

に
お

い
て
も
、

同
様

で

あ

っ
た
も

の
と
察

せ
ら

れ
る
。

木
村

氏
が
紹

介

さ
れ
た

、
天

理
図
書

館

所

蔵

の

「桂

窓

の
自
筆

反
故

数
葉

」

の
中

に
、
以
下

の
如

き
記
載

を
有

す

る

も

の
が
あ
る
。

 

 

(前

略
)

 

 

同
丁
オ

 

 
 

選
遁
物

語

ト

ア

ル

ハ
、
邊
遁

物
語

ト

ハ
別

二
候

ヤ
。

 

 
 

 

 

ヒ  ヒ

 
 

○

わ
く

ら

バ
も

の
が

た
り

は
右
之

通
也

(以
下

数
行

分
空

白

)

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

(断
片

二
。

木
村

氏
解
題

】
四

四
頁

)

 
右

引

用
を
含

む

六
片

の
反
故

を
、
木

村
氏

は

「七

月
十

八

日
附

馬
琴

宛

状

草
案

の

一
部
」

と
推
定

さ

れ
た
。
小

字
稿

本

の
誤

脱

が
列
挙

さ

れ

た
こ

の
書

翰

を
、

馬
琴

は
八
月

二
日

に
落
掌

し

て
お
り
、

彼

は

こ

の
時

点

で
、

「遊

遁
草

紙

」
と

い
う
題

号

の
誤
り

を
認
識

し
た

も

の
で
あ

ろ
う

。

こ

の

点

か
ら

も
、

吉

田
氏

旧
蔵

断
簡

の
本
体

を
、

桂
窓
書

状

の
落
掌

に
先
行

す

る
、

七
月

二
十

一
日
付

の
馬
琴
書

翰

と
考

え

る
蓋
然

性
が

保
証

さ

れ

る
筈

で
あ
る
。

 
篠

斎

や
桂
窓

か
ら

の
指

摘
を

ふ
ま

え

つ

つ
、
馬
琴

は
大

字
本

「
読
本

作

者
部

」
の

「
雲
府
館

天
府

」
項

に
お

い
て
、
以

下

の
よ
う

に
記

し

て

い
る
。

 
 

(前

略

)

こ
の
人
寛

政
中
、

遊
遁
物

語

五
巻

〔寛
政

九
年

丁

巳

の
春

 
 

自
序

あ

り
〕

を
綴

り
し
を

、
当
時

貸
本

屋
等

三
四
名

合
刻

に
て
発

販

 
 

し

け
り

。

こ
も
五

冊
全
部

の
続

き
物

に
て
、
趣

向

ハ
唐

山

の
稗
説

、

 
 

今
古

奇

観
な

ど

の
中

な

る

一
回

を
翻
案

し

た
り
と

お
ぼ

し
く

、
炉

婦

 
 

と
賢

妾

あ
り

て
、

こ
れ

に
よ
り
種

々

の
物
が

た
り
あ

り
。

妾

の
う

め

 
 

る
子

ハ
賢

に
し

て
、

名

を
成

し

た
る
結

局

に
、
炉
妻

本
然

の
善

に
帰

 
 

し

て
、

遂

に
席

を
譲

り
、

妻
妾
位

を
易

る
が

団
円
也

。

そ

の
文

の
巧

 
 

拙

ハ
と
ま
れ

か
く

ま
れ
、
趣

向

ハ
さ

バ
か
り
拙

き

に
あ

ら
ね

ど
も

、

 
 

当
時

ハ
滑
稽
物

の
赤

本
、

な

ほ
流

行

し
た

れ
バ
、
時

好

に
称

ず

や
あ

 
 

り

け
ん

、
さ

せ
る
世

評
を
聞

く

こ
と
も

な

か
り
き
。

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

(以
下
略

・
二

四
丁
表

)

 

馬
琴

は

『
遊
遁
物

語
』

が
、
何

ら

か

の
中

国
小

説

に
依

拠

し

て

い
る

こ

と
を
看

破

し

つ

つ
も
、
そ

の
原
拠
作

に

つ

い
て
は
、
「
今
古

奇

観
な

ど

の
中

な
る

一
回
」

と
記

す
ば

か
り

で
、
深

く
穿
墾

し

て
は

い
な

い
。
駒

田

信

二
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氏

は
、

お
そ

ら
く

馬
琴

の
所
説

を
受

け

て
、

『
濯
遁

物
語

』
を

『今
古

奇
観

』

巻

三
十

「
念

親
恩

孝
女

蔵
児

」
の
翻
案

と

さ
れ

た
。

し
か

し
、
両
作

は

「
本

妻

の
嫉

妬
」

と

「
男
児

と

の
邊
遁

」

と

い
う
点

に
お

い
て
類
似

す

る
も

の

の
、
登
場

人
物

の
関

係

は
か
な

り
相
違

し

て

い
る
。
ま
た
、
「念

親
恩
孝

女

蔵

児
」

に
お

い
て
は
、

「
炉
婦

と
賢

妾
」

と

い
う
対

比

が
明
確

で
は
な

く
、

そ

の
結

末
も

「
妻

妾
位

を
易

る
」

に
は
至

ら
な

い
。

 

後
年

、
木

村
黙

老

は

『戯

作
者
考

補
遺

』

(弘
化

二
年

乙
巳
初

冬
自

序
)

「
雲
府

館
天
府

」

項

の
中

で
、

『作

者
部

類
』

の
記

述

を
参
照

し

つ
つ
も
、

『
選
遁

物
語
』
の
原

拠

に
関

し

て
は
馬
琴

の
説

を
退

け

て
、
「
唐

山

の
小

説

療

炉
伝

を
翻
案

し

た

る
な

る

べ
し
」
と
記

し

て

い
る
。

こ
こ

に
見
え

る
「
療

炉

伝
」
は
、

石
崎

又
造

が
訂

し
た

よ
う

に
、

「
療
炉

縁
」
と
す

べ
き

で
あ
ろ

う
。
小

説

『療

炉
縁

』

は
全

八
回
、

一
名

を

「
鴛
鴛

会
」

と

い

い
、

わ
が

国

で
は
内
閣

文
庫

な
ど

に
蔵

さ

れ
て

い
る
。

宮
内
庁

書
陵

部
所

蔵

『舶

載

書

目
』
に
は
著

録

さ
れ

て

い
な

い
が

、

こ

の
小
説

を
殿
村

篠
斎

が
所
持

し
、

天
保

八
年

に
木
村

黙
老

へ
貸
与

し

て

い
る

こ
と
が

、
黙

老

の
篠

斎
宛
書

翰

に
よ

っ
て
確

認

さ
れ

る
。

 

『療

炉
縁

』

は
、
主

人
公

の
朱
編

と
、
秦

淑
貞

・
許

巧
珠

の

二
女

を

め

ぐ

る
物

語

で
あ

る
。
嫉
妬

深

い
正
妻

の
淑
貞

は
、
夫

が
旅

先

で
婆

っ
た
巧

珠

の
真

心

に
触

れ
て
改

心
し

、
最
終

的

に
は
両
女

揃

っ
て
夫

人

の
称

号
を

賜

る
こ
と

と
な

る
。
二
妻

相
和

す

と

い
う
結
末

で
は
あ

る
が
、
「
男
児

と

の

遊
遁

」

と

い
う
要

素
を
欠

い
て

お
り
、

や

は
り

『
邊
遁

物
語

』

と
は
懸
隔

が
あ

る

と
評

さ
ざ

る
を

得
な

い
。

 

『遅

遁
物
語

』
に

お

い
て
、

作
者

天
歩

の
依
拠

し
た
中

国
小

説
が
、

『柳

斎
志

異
』
巻

三

(青
桐

亭
刻

本

の
巻
数

に
よ

る
)
中

の

一
編

「
大

男
」

で

あ

る

こ
と
を
指
摘

さ

れ
た

の
は
、
向

井

信
夫

氏

で
あ

っ
た
。

氏

は
ま
た
、

『遊
遁
物
語
』
と
同
じ
寛
政
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
、
馬
琴
の
黄
表
紙

『押

絵
鳥
痴
漢
高
名
』
(二
巻
二
冊
、
仙
鶴
堂
刊
)
が
、
『柳
斎
志
異
』
巻
四
に

収
め
ら
れ
た

「書
痴
」
の
翻
案
で
あ
る
こ
と
を
も
確
認
し
て
お
ら
れ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
以
降
の
馬
琴
作
品
に
、
『柳
斎
志
異
』
か
ら
の
影
響
は
指
摘

さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
彼
の
日
記
や
書
翰
の
中
に
も
、
同
書
に
言
及
し
た

記
述
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
ゆ
え
に
向
井
氏
は
、
馬
琴
に
よ
る
『聯

斎
志
異
』
全
編
の
読
過
を
疑
問
視
し
、
彼
が

『遅
遁
物
語
』
の
原
拠
作
を

正
し
く
指
摘
し
え
な
か
っ
た

一
因
を
、
こ
の
点
に
求
め
ら
れ
た
。

 
先
の
引
用
に
続
け
て
、
馬
琴
は
天
歩
作
の
読
本
『桟
道
物
語
』
(寛
政
十

年
、
上
総
屋
利
兵
衛
等
刊
)
に
も
触
れ
て
い
る
。
こ
の
書
に
関
す
る
記
載

も
、
や
は
り
木
村
氏
の
紹
介
さ
れ
た
、
七
月
十
八
日
付
附
馬
琴
宛
桂
窓
書

翰
の

「案
文
草
稿
の
類
」
中
に
見
出
さ
れ
る
。

 
 
濯
遁
物
語
 
五
冊
 
雲
府
館
天
府
作
 
寛
政
九
丁
巳
春

 
 
桟
道
物
語
 
五
冊
 
同
人
作
ア
リ
 
戊
午
春
 
是
も
一
臣

ト
存
候

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

(断

片

四
。
木
村

氏
解

題

一
四

五
頁
)

 

「
同

人
作

ア
リ

」
と

い
う
桂

窓

の
書

き

ぶ
り

か
ら

す
る

と
、

『
桟
道
物

語
』

に

つ
い
て

の
記
載

は
、

『作

者

部

類
』

小
字

稿
本

の
中

に
は
見

え

て

い
な

か

っ
た

の
か
も
知

れ
な

い
。
同
書

に
関

す

る
大
字
本

の
記

述

は
、
「
又
同
人

の
作

に
、
桟

道
物

語
五

巻
あ

り

〔寛
政

十
年
戊

午

の
春
自
序

あ

り
〕
」
と

い

う

一
文

の
み

で
あ
り
、

こ
れ
は
桂

窓

か
ら
提

供

さ
れ
た
情

報

の

み
に
よ

っ

て
も

、
十

分

に
な
し
う

る

も

の
で
あ

る
。

六
、
「読
本
作
者
部
」
の
改
稿

 
小
字
稿
本
に
対
す
る
知
友
か
ら
の
誤
脱
指
摘
な
ど
を
勘
案
し
て
、
馬
琴

が
八
月
上
旬
に
改
稿
を
施
し
た
結
果
、
大
字
浄
書
本

『作
者
部
類
』
は
内
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容

の
上

で
も
、

小
字
稿

本

と
は
大

き
く
趣

を
変

え

た
も

の
と
思

わ
れ

る
。

こ

の
補
筆

作
業

に
際

し

て
、
馬
琴

は
再
度

借

り
寄

せ
た
黙
老

蔵
本

や

、
既

に
そ

の
役

目
を

終
え

た

は
ず

の
小
字
稿

本

に
ま

で
手

を

入
れ

て
お
り

、
異

本

を
生

じ
さ

せ

ぬ
た
め

の
配
慮

を
怠

っ
て
は

い
な

い
。

 

こ

の
折

に
行

な
わ

れ

た
改
稿

・
補
筆

の
あ

ら
ま

し
は
、
十

一
月

一
日
付

篠
斎

宛
書

翰

の

「別

楮
」

(④
)

に
記

さ
れ

て

い
る
。

 
 

○
弐

之
巻

上

 
 
 

 

初
丁

も
く

ろ
く

一

 
 
 

右

壱
丁

、
書
直

し
申

候

。

 
 
 

 

同

三
丁
右

 
 
 

箕

山

の
分
、

注
相

改

メ
、
且
頭
書

を
加

申
候

。

 
 
 

 

同
十

一
丁

・
十

二
丁

 
 
 

右

拾
壱

丁

ハ
、
十

丁

の

つ
ゴ
き
。

 
 
 

 

こ
の
書
も

例

の
作

り
物
語
也

と

い
ふ
所

、
書
直

し
。
そ

れ
よ

り
、

 
 
 

 

十

一
丁

め
、
丸

々
書
直

し
。

十

二
丁

め
、
初
稿

よ

り
壱

丁
ふ

え

 
 
 

 

申
候

。

 
 
 

同

廿

二
丁

ウ
ラ
十

行

 
 
 

 

右
十

行
書

直

し
。

 
 
 

 
 

廿

三
丁

・
廿

四

丁

 
 
 

此

弐
丁

、

ふ
え
申

候
。

(中
略

)

 
 
 

此
外
、

御
両

君
御

指
摘

の
詑

舛

ハ
、

不
残

改
申

候
。

(以
下

略
)

 

右
引

用
は
、
「
此
度

の
写

本

ハ
、
よ

ほ
ど
増
減

有
之

、
当
五
月

上
候

写

本

と
、
少

々
づ

〉
ち
が

ひ
申

候
。

そ

の
分
」

と

は
じ
ま

る

一
段

か
ら

の
抄

出

で
あ

る
。
「
此

度

の
写
本

」
と

は
、

こ

の
書
翰

と
同
時

に
発
送

さ

れ
た
大

字

本

、

「
当
五
月

上
候

写
本

」
は
、
小
字

本

の
副
本

を
意
味

す

る
。
同

じ
書

翰

の
後
段

に
、
小
字

稿
本

と
大

字
浄
書

本

と

の
相
違

は

「
五

六
丁

」

で
あ

る

旨
が

明
記

さ

れ
て

お
り
、
巻

二

に
お
け

る
大
幅

な
改
稿

箇
所

は
、
右

の
記

述

に
尽
く

さ

れ
て

い
る
も

の
と
考

え
ら

れ

る
。

幸

い
な

こ
と

に
、

右
引

用

に
記

さ

れ
た
丁

数

は
大
字
本

の
も

の
で
あ
り

、
改
稿

が
施

さ

れ
た

箇
所

を

特
定

す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

こ

こ
で
、
大
字

本

『作
者

部
類

』
巻

二
に
お
け

る
、
項

目

の
配

列
を
確

認

し

て
お
く
。

「
読
本

作
者

部
」
に
お

い
て
立
項

さ

れ
た
作
者

は
、

以
下

に

掲
げ

る

よ
う

に
、
わ
ず

か
九
人

に
過
ぎ

な

い
。

 
 

(概

説
) 

 

2
丁
表

吸
露
庵
綾
足

風
来
山
人

平
沢
月
成

婬
蜥
子

芝
全
交

山
東
庵
京
伝

桑
楊
庵
光

雲
府
館
天
府

 
(追
補
)

曲
亭
主
人

〔

〕
内
に
は
、

4
丁
表

〔
12
月

20
日
〕

6
丁
裏

〔

〃

21
日
〕

10
丁
裏

〔

〃

27
日
〕

11
丁
裏

12
丁
表

〔
12
月

22
日
〕

13
丁
表

〔

〃

24
日
〕

23
丁
裏

23
丁
裏

24
丁
裏

25
丁

表

〔
12
月

25

・
28
～

30
日

・
1
月

2
～

5
日
〕

日
記

に
よ

っ
て
確

認

さ
れ

る
、
執
筆

の
日
付

を

示
し

た
。

 

右

の
如

く

、
「
読
本

作
者

部
」
の
配
列

に
、

一
定

の
規
則

性

は
見

出

し
づ

ら

く
、

ま
た
綾

足

や
源
内

、
京

伝
、

そ

し
て
馬
琴
自

身

を
除

く

五
人

に
関

し
て

は
、
記
述

も
簡
略

で
あ

る
。
ゆ
え

に
木
村

三
四
吾

氏

は
、
こ
れ

ら
「
軽

微

末
流

の
徒

」
が
立

項

さ
れ

て

い
る
こ

と
を
、

「
な
く

も
が

な

の
小
細

工

な
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割

込

み
」
と
評

さ
れ
た

(同
氏

解
題

五
五

頁
)
。

も

っ
と
も
、

「
平

沢
月
成

」

と

「芝

全
交

」

の
二
項

が
、

小
字
稿

本

に
当
初

か
ら

立
項

さ
れ

て

い
た

こ

と

に
は
、
疑

問

を
さ

し
挟

む
余
地

が
な

い
。
特

に

「
喜

三

二
分

」

(
「
平
沢

月
成

」
項

)
は
、

同
巻

の
過
半

を
占

め
る

「曲

亭
主

人
」
項

に
割

り

込
ん

で
執
筆

さ
れ

て

い
る
。

 

前

掲
④

別
楮

の
記
載

を
、
「
読
本

作
者

部
」
の
実
際

に
照

ら
し

て

み
る
と
、

八
月

上
旬

の
改
稿

に
お

い
て
、
馬

琴
が

特

に
意

を

用

い
た

の
は
、
件

の
五

作
者

に
関

す

る
記
述

で
あ

っ
た

こ
と

が
判
然

と
す

る
。

「
丸

々
書

直
」
さ

れ

た
も

の
と

い
う
十

一
丁

か

ら
、
「
初

稿

よ
り
壱

丁

ふ
え
」
た
十

二
丁

に
か
け

て

の
記
事

は
、
先

に
掲

げ

た

「
平

沢
月
成

」
項

に
お
け

る

『古
朽

木

』

の

梗
概

に
は
じ
ま

り
、

「
婬
蜥

子
」

「
芝
全
交

」

の

二
項

が

こ
れ

に
続
く

。

一

方
、

「
書
直

し
」
や
増
補

が
行

な

わ
れ

た
、

二
十

二
丁
裏

か
ら

二
十

四
丁

に

か

け

て
の
記
述

は
、

「
山
東
庵

京
伝

」
項

の
末

尾

か
ら
、

「
桑
楊
庵

光
」

「
雲

府
館

天
府

」

の
二
項

を
経

て
、
細

字

に
よ

る
追

補

一
丁
弱

に
至

る
。

 

蝉

蜷
子

は
、

天
明

七
年
刊

行

の
読
本

『奇
伝

新
話

』

(
六
巻

六
冊
。

山
金

堂
山

崎
金

兵
衛
刊

)

の
作
者

で
あ

る

が
、
同

書

に

つ
い
て

の
情

報
を

馬
琴

に
告

知

し
た

の
も
篠
斎

で
あ

っ
た
。

こ

の
報

告
が

、

は
た
し

て

「
作

者
部

類
校

閲
抄

」

に
見
え

て

い
た
も

の
か
、

即
断

す

る
こ
と

は

で
き
な

い
が
、

い
ず

れ

に
せ
よ

「
婬
蜻

子
」

の
項

も
、

小
字
初

稿
本

と

は
様
相

を
異

に
し

て

い
る
筈

で
あ

る
。

 

続

く

「
芝
全

交

」
の
項

は
、

そ

の
遺

稿

『全

交
禅

学
話

』

(
『全

交

通
鑑
』

と

も
。
詳

細
不

明
)

の
出

版
事
情

に
終

始

す
る
。

こ
こ
に

は
、

両
知

友

が

知

り
う

る
よ
う

な
情
報

は
盛

り
込

ま

れ

て
お
ら
ず

、

よ

っ
て
同

項

の
記
述

は

、
小
字

稿
本

の

「
下

の
巻

全
交

部
」

と
は
、

さ
し

た
る
相
違

の
な

い
も

の
と
思

わ
れ

る
。

 

狂
歌

師

と
し

て
名

高

い
桑
楊

庵
光

は
、

寛
政

四
年
刊

行

の

『菟

道

園
』

(五
巻

五
冊
。

小

酉
堂
佐

藤
清

右
衛

門
刊

)
の

一
作
を

も

っ
て
、

「
読
本

作

者

部
」

に
登
載

さ
れ
た

。
あ

る

い
は

こ

の
作
者

に
関

し

て
も
、

馬
琴

は
知

友

か
ら
、
何

ら

か

の
指
摘

を

受
け

た

の
か
も
知

れ
な

い
。

 

月
成

や
全

交
を

、

「読

本
作

者
」
と
し

て
遇

す
る

こ
と

に
は
た

め

ら

い
を

禁

じ
得

な

い
が
、

婬
蜻

子
や

天
歩

、
桑
楊

庵

の
著
作

は
、
近

時

「
初

期
江

戸

読
本

」

と
し

て
、
再

評
価

の
対

象

に
な

っ
て

い
る
。
し

か

し
既
述

の
よ

う

に
、

こ
れ
ら

の
作
者

が

「
読
本

作
者

部
」

に

お
い
て
、
特

に

一
項

を
与

え
ら

れ
る

に
際

し
て

は
、
知

友

か
ら

の
誤
脱
指

摘
が

大
き

く
作

用

し
て

い

た
も

の
と

思
し

い
。

よ

っ
て
、
馬

琴
が
件

の
三
人
を

、
「
江

戸
作

者

」
の
先

人
と

し

て
、

正
当

に
評
価

し

て

い
た

か
と

い
う
点

に
は
疑

問
が

残

る
。
特

に
、
婬

蜥

子
と
天

歩

の
両
者

に
関

し

て
は
、

篠
斎

や
桂
窓

の
筆

労

に
報

い

る
意
味

で
も
、
馬

琴

は

こ
と
さ

ら

に
紙
幅

を
割

く
必

要
を
感

じ
た

の

で
は

あ

る
ま

い
か
。

 

な

お
、

二
十

四
丁
裏

か
ら

二
十

五
丁

表

に
か
け

て

の
追

補

が
、

主
と

し

て
桂
窓

か
ら

の
指

摘

を
取

り
入

れ
た

も

の
で
あ

る
こ
と

は
、
馬

琴

み
ず

か

ら
明

記
し

て

お
り
、
木

村

三

四
吾

氏
も

、
八
月
十
六

日
付
桂

窓

宛
書

翰

(
天

理
図
書

館

所
蔵
)

や

、
桂
窓

の
自

筆
断

片
な

ど
を

用

い
て
、
詳

細

に
考
証

さ

れ
た

と
こ

ろ
で
あ

る

(同

氏
解

題

=

二
七

頁
以
下

)
。

 

 
 

 

七

、

『
作

者

部

類

」

の
中

絶

 

既

に
触

れ

た
よ
う

に
、
吉

田

氏
旧
蔵

断
簡

の
記

載

に
よ
れ
ば

、

篠
斎

は

「
作

者
部

類
校
閲

抄

」

の
中

で
、
森
羅

子

の
読
本

『
月

下
清

談
』

に
も
言

及

し

て

い
た

も

の
と
思

わ
れ

る
。
ま

た
、

天
理
図

書
館

所
蔵

の
桂

窓
自
筆

紙
片

に
は
、
同

じ
森

羅
子

の
読

本

『
凧
草
紙

』

(五
巻

五
冊
。

寛
政

四
年

、

 /'



上
総
屋
利
兵
衛
等
刊
)
に
関
す
る
記
載
が
見
え
て
い
る
。

 
 
拍
掌
奇
談
凧
草
紙
 
五
冊
 
愚

 
寛
政
三
年
初
冬
出
板

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(断
片

五

。
木
村

氏
解

題

一
四
五
頁

)

 
両
知

友

か
ら

の
指
摘

が
確

認

さ
れ

る

に
も
関

わ

ら
ず
、
『
作
者

部
類
』
「
読

本
作
者

部
」

の
中

に
、

森
羅

子

に
触

れ

た
記

述
を
見

出

す

こ
と
は

で
き
な

い
。
ゆ
え

に
、
篠

斎

と
桂
窓

の
両

者
が

、
い
か
な

る
記
述

に
触
発

さ

れ
て
、

森
羅

子

の
読

本

に
言
及

し

た
も

の
か
、

そ

の
詳

細

は
不

明
と

せ
ざ

る
を
え

な

い
の

で
あ

る
。

 
も

っ
と

も
、
大
字

本

『
作
者

部
類

』

に

お

い
て
、

読
本

作
者

と
し

て

の

中
良

の
筆
業

に
、

馬
琴

が
顧
慮

を
怠

っ
て

い
た
わ

け

で
は
な

い
。
同
書

巻

一
の
う

ち
、
赤

本
作

者

部

の

「
森
羅

万
象

」
項

の
末

尾

に
は
、

「
又
文
化

中

よ

み
本

の
作

に
は
、
亡
師

の
戯

号

を

つ
ぎ

て
福

内
鬼

外

と
称
し

た
り
。

便

是
異
称

同

人
な

る
を
知

る

べ
し
」

(十
六

丁
裏

割
注

)

と
記

さ
れ

て
い
る
。

中
良

が
福
内

鬼
外

と
署

名

し
た
、

「
文
化

中

よ

み
本

の
作

」
と

は
、
文

化
六

年
刊
行

の

『
泉
親
衡

物

語
』

(五
巻

五
冊

。
宇

多
閣
刊

)
で
あ
り

、
同
書

に

関
連

し
た
馬

琴

の
言
説

は
、

天
保

四
年

の

『
三
遂
平

妖
伝

国
字

評
』

の
中

に
も

見
出

さ
れ

る
。

こ
こ

で
馬
琴

は
、

文
化

七
年

に
没

し
た
中

良
を

、

こ

と

さ
ら

に

「
亡
友

」

と
称
す

る

一
方

、
作

者
中

良

が

『泉

親
衡

物
語

』

に

お

い
て
、
密

か

に

「
七

草

四
郎

(
天
草
騒

動

)
」
を
趣

向

と
し

な
が

ら
も
、

結
局

は

こ
れ
を
朧

化

せ
ざ

る
を
え

な

か

っ
た

と

い
う
、
「
世

の
看

官

の
、
思

ひ

が
け
な

き
事

」

に
言

及
し

て

い
る
。

 

つ
ま
り
、

天
保

五
年

八
月

上
旬

、

『作

者
部

類
』
を
改
稿

し

た
時
点

に
お

い
て
、
馬
琴

の
手

も
と

に

は
『
泉
親
衡

物

語
』
の
構
想

や

、

『用
草

紙
』

『
月

下
清

談
』

の
あ

ら
ま

し
な

ど
、
森

羅

子
を

「
読
本
作

者

部
」

に
立
項

す

る

た

め

の
材
料

が
、

あ

る
程
度
存

し

て

い
た

こ
と

に
な

る
。

 
の
ち
に
馬
琴
は
、
天
保
九
年
十
月
二
十
二
日
付
篠
斎
宛
書
翰

(日
本
大

学
総
合
図
書
館
所
蔵
)
の
中
で
、
鵬
鶉
貞
高

(為
永
春
水
)
の

『増
補
外

題
鑑
』
(天
保
九
年
、
文
渓
堂
刊
)
が
、
『泉
親
衡
物
語
』
の
作
者
を

「福

地
鬼
外
」
と
誤
記
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
不
快
の
念
を
あ
ら
わ
に
し

て
い
る
。
こ
の
事
実
は
、
先
の

「亡
友
」
と
い
う
呼
称
と
共
に
、
万
象
亭

森
島
中
良
が
、
天
保
期
の
馬
琴
に
と
っ
て
、嫌
悪
す
べ
き
対
象
で
は
な
か
っ

た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
よ
っ
て
、
読
本
作
者
森
羅
子
が
『作
者
部
類
』

の
中
に
立
項
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
、
材
料
不
足
や
意
識
的
な
忌
避
以
外

の
事
象
に
求
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

 
小
字
稿
本
二
冊
を
脱
稿
し
て
問
も
な
い
、
天
保
五
年

一
月
十
二
日
付
の

篠
斎
宛
書
翰
に
お
い
て
、
馬
琴
は
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

 
 

一 

旧
冬
ち
よ
と
得
貴
意
候
、
近
世
物
の
本
江
戸
作
者
部
類
、
十
二

 
 
 
月
上
旬
よ
り
と
り
か
〉
り
、
両
三
日
前
ま
で
、
二
巻
稿
し
候
。

 
 
 
 
 
第

一
巻
 
赤
本
作
者
部

 
 
 
 
 
 
 
 
 
洒
落
本
作
者
部

 
 
 
 
 
第
二
巻
 
よ
ミ
本
作
者
部
上

 
 
 
ま
で
二
御
座
候
。
第
三
巻
よ
み
本
作
者
部
下

・
浄
瑠
璃
作
者
部
、

 
 
 
第
四
巻
画
工
部

・
筆
工
部

・
彫
工
略
説

二
て
全
部
二
候

へ
ど
も
、

 
 
 
あ
と
二
巻
綴
り
終
り
候
ニ
ハ
、
二
月
二
も
及
び
候
。
左
い
た
し
候

 
 

 

て

ハ
、

八
犬
伝

い
よ

く

後

れ
候

故

、
ま
つ

二
巻

二
て
思

ひ
捨

、

 
 
 
昨
日
製
本
い
た
さ
せ
候
。

 
 

(
一
行
不
明
。
冒
頭

「あ
と
ハ
当
暮
」
カ
)

 
 
 
未
全
の
書
二
候

へ
共
、
は
や
く
御
め
に
か
け
た
く
存
候
事
二
御
座

 
 
 
候
。
(以
下
略
)

 
こ
の
時
点
で
馬
琴
は
、
『作
者
部
類
』
を
あ
と
二
冊
続
稿
す
る
心
づ
も
り
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で
あ

っ
た
。
実

際

に
、
翌

月
十

八

日
付

の
篠

斎
宛

書
翰

(早
大

図
書

館
所

蔵

)
で

は
、
「
作

者
部

類

に
入
用

に
て
」
と
断

っ
た
上

で
、

村

田
春
海

の

『竺

志
船

物
語

』

(
文
化
十

一
年

、

須
原

屋
茂
兵

衛
等

刊
)
の
所
蔵

を
照
会

し

て

い
る
。
馬

琴

が
篠
斎

か
ら

の
返

答

を
手

に
し
た

の
は
、

三
月

二
十

三
日

の

こ
と

で
あ

っ
た
が

(日
記

・
五

月

二
日
付
篠

斎
宛

書
翰

)
、

『竺

志
船

物
語

』

に
関

す

る
記
載

は
、

『
作
者

部
類

』
の
中

に
は
見
出

さ

れ
な

い
。

よ

っ
て
馬

琴

は
、

「
よ

み
本
作
者

部

下
」
の
起
稿

を
見
越

し

て
、
件

の
問

い
合

わ
せ

を

行

な

っ
た
も

の
と
考

え
ら

れ

る
。

こ

の

『
竺
志
船

物
語

』

の
場

合

と
同
様

に
、
読
本

作
者

森
羅

子

の
伝

に
関

し

て
も
、
馬

琴

は
翌
年

執
筆

す

る
巻

三

に
お

い
て
、
改

め

て
取
り

上
げ

る
腹

案
だ

っ
た

の

で
は
あ

る
ま

い
か
。

 
吉

田
氏

旧
蔵

断
簡

の
末

尾

に
は
、

「
来
春

ふ

た

〉
び
稿

を
起

し
候

比
迄

、

尚

又
御
心

附
被

成
候

事

ハ
、
御

介
意

な

く
御

示

教
奉
希

候
」

と

い
う

一
節

が

あ
り
、

こ
の
年
五

月

の
時
点

で
も
、
馬

琴
が

な

お
「
よ

み
本

作
者

部
下

」

以

下

の
執

筆

に
意
欲

を
有

し

て

い
た

こ
と
が
う

か
が

わ
れ

る
。

し

か
し
、

十

一
月

一
日
付

の
書

翰

(③

)
に
お

い
て
は
、

「
戯
作
者

の
部

の
み
、

二
冊

ば

か

り
も
綴

り
た
く

、
今

よ

り
心

が
け
候

事

に
御
座
候

」

と

の
希
望

を
述

べ
る

一
方

で
、

「
右

部
類

、
来
春

書

つ
ぎ
候

事
、

心

も
と
な

く
存
候

」

と
、

そ

の
続
稿

を
危

ぶ
ん
で

も

い
る
。

 

馬
琴

の
危
惧

は
的

中

し
、

つ
い

に

「
よ

み
本

作
者

部
下
」

以
下

は
執

筆

さ

れ
ず

に
終

わ

っ
た
。
次

第

に
視
力

の
衰

え
を

増
し

て

い
く

中

で
、
『
南

総

里

見

八
犬

伝
』

の
団

円

へ
と
遭

進

す
る

一
方
、

翌
天
保

六
年

五
月

に

は
男

児

興
継

(宗
伯

)
を

失

い
、

そ

の
後

は
家

名
存

続

の
た
め

に
奔
走

し

た
馬

琴

に
、

『
作
者

部
類
』

を
書

き
継

ぐ

時
間
的

・心

理
的

な
余
裕

は
な

か

っ
た

の
で
あ

る
。

注(1
) 

木
村

三
四
吾
氏
編

『近

世
物

之
本

江
戸
作
者

部
類
』

(昭
和

63
年

5
月
、
八
木

 
 
書
店
復
刊

)
の

「解
題
」
。
以
下
、
本
稿

に
お
け
る

『作
者
部
類
』
か
ら

の
引
用

 
 

は
、
西
荘

文
庫
旧
蔵
本
を
影
印
し
た
同
書

に
よ

る
。

(2
)

山

口
剛

「江
戸
作
者
部
類

の

一
資
料
」
。
初
出
は
昭
和
4
年

。

『山

口
剛
著
作

 
 
集
』
第

二
巻

(昭
和

47
年

5
月
、
中
央
公
論
社
)
所
収
。

(3
) 

『近
代
蔵
書
印
譜
』
第

四
編

(平
成

9
年

6
月
、
青
裳
堂
書

店
)
に
所
掲

の
も

 
 

の
と
同

一
で
あ
る
。

(4
) 

当
該
書

翰
は
、
末
尾
部
分
を
欠

い
て
い
る
が
、

こ
の
書
翰

と

一
連

の
も

の
と

 
 
推
定

さ
れ
る
の
が
、
天
理
図
書
館
善
本
叢
書

『馬
琴
書
翰
集

 
翻
刻
篇
』

(昭
和

 
 

55
年

3
月
、
八
木
書
店
)
に
お

い
て
、
コ

六
〇

 

(年
不
詳

)
十

一
月

一
日

 
 
篠
斎
宛

」と

さ
れ
る
断
簡

で
あ
る
。

同
断
簡
の
中

に
は
、
「御
移
徒

以
前
、
此
拙

 
 
翰
御
覧
被

成
候
様

二
と
」

と
い
う

一
節
が
見

え
て
お
り
、

こ
の

「
御
移
徒
」
と

 
 

は
、
天
保
六
年

二
月

に
お
け
る
、
篠
斎

の
和
歌
山
転
居
を
指

す
も

の
と
思

し

い
。

 
 
も

っ
と
も
、
両
者
を
連
続

さ
せ

る
た

め
に
は
、
な

お
い
く
ば

く
か

の
記
事

の
欠

 
 
損
を
想

定
せ
ざ
る
を
得
な

い
。

(5
) 

同
書

所
引

の
馬
琴
書
翰

は
、
木
村

三
四
吾
氏
が

「竹
清
書
留

『雁
来
魚
往
』

 
 
所
収
馬

琴
書
翰
」

(木

村
三
四
吾
著

作
集
H

『滝
沢
馬
琴
 
人

と
書
翰
』
所
収

。

 
 
同
書

は
平
成
10
年
6
月
、

八
木
書
店
)
に
お

い
て
紹
介
さ
れ
た
。

ま
た
、

『雁
来

 
 
魚
往
』
に
筆
写
さ

れ
た
馬
琴
書
翰

の
う
ち
六
通
は
、
渡

辺
刀
水

の

『
曲
亭
消
息

』

 
 

に
も
転

写
さ
れ
て

い
る
。

『曲
亭
消
息

』
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「慶

応
義
塾
図
書

 
 
館
所
蔵

『曲
亭
消
息
』
に
つ
い
て
」

(古

典
資
料

研
究

1
。

平
成

12
年

6
月

)
を

 
 
参
照

さ
れ
た

い
。

(6
) 

こ
の
点
は
、
日
本
名
著
全
集

『滑
稽
本
集
』

(昭
和
2
年

1
月
、

同
刊
行

会
)

 
 

の
解

説
に
お

い
て
、
山

口
剛

も
指
摘

し
て
い
る
。
稿
者

の
管

見

に
及
ん
だ
諸
本

 
 

に
も
、

耕
書
堂

の
刊
記
を
持

つ
も

の
は
な
い
。

(7
) 

初
出

は
昭
和
3
年
。

『森
銑
三
著
作
集
』
第
十

一
巻

(昭
和

46
年

10
月
、
中
央

 
 

公
論
社

)
所
収
。

(8
) 

森
銑

三
も
注

7
前
掲
論
考

に
お

い
て
言
及

し
て

い
る
よ
う

に
、

こ
の
頭
書

は

 
 

文
化

九
年
刊
行

の
合
巻

『敵
討
仇
名
物
数
寄
』

(三
巻

三
冊
。

勝
川
春
亭
画
、
仙

 
 
鶴
堂

刊
)
と
の
関
連
が
深
く
、
同
書

の
十
四
丁
裏

に
は
、
「
太
申

ど

の
が

よ
い
て
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ほ
ん
」
と

い
う
言
辞
も
見
出
さ

れ
る
。
た
だ
し

こ
の
合
巻
中

に
、
「
太
申
桜
」
そ

 
 
の
も
の
は
趣
向

化
さ
れ
て

い
な

い
。

(9
) 

氏
の
所
説
は
、
中
国
古
典
文
学
全
集

19
『今
古
奇
観

下
 

三
言

二
拍
抄

』
(昭

 
 
和
33
年
9
月
、
平
凡
社
)
解
説
以

下
、
東

洋
文
庫
版

・
中
国
古
典
文
学
大
系
版

 
 
に
至
る
ま
で
同
様

で
あ
る
。

(10
) 

『戯
作
者
考
補
遺
』
(昭
和

51
年

5
月
、
ゆ
ま

に
書
店
復
刊
)
、
七
頁
。
同
書

の

 
 
慶

応
義
塾
図
書
館
蔵
本

(野
崎
左
文
写

)
に
お

い
て
も
、
『選
遁
物
語
』
の
原
拠

 
 
作
は

「療
炉
伝
」
と
あ
る
。
慶

大
本
は
影
印
本

と
字
詰

め
を
も
等

し
く
す
る
が
、

 
 
影
印
本
巻
末
の

「双
紙
表
題
目
録
」

を
欠
く
。

(11
) 

石
崎
又
造
『近
世

日
本

に
お
け
る
支
那
俗
語
文

学
史
』

(昭
和

15
年

10
月
、
清

 
 
水
弘
文
堂
書
房
)、

二
二
七
頁

。

(12
) 

天
理
図
書
館
所
蔵
。
注

4
前
掲
書

の
附
録
、
な
ら
び

に
木
村
氏

の

『滝
沢
馬

 
 
琴
 
人
と
書
翰
』

(注

5
参
照

)
の
参
考
資
料

と
し
て
翻
刻
紹
介

さ
れ
る
。

(13
)

向
井
信
夫
氏
「柳
斎
志
異

と
江
戸
読
本
」

(昭
和

41
年
初
出
)、

な
ら
び

に
「寛

 
 
政
年
代
に
於
け
る
馬
琴
著
作

の
二
、

三
」

(昭
和

50
年
初
出

)。
と
も

に

『江
戸

 
 
文
芸
叢
話
』

(平
成

7
年

5
月
、
八
木
書
店
)
所
収
。

(14
) 

小
林
花
子
氏
「曲
亭

馬
琴
書

簡
」

(上

野
図
書
館
紀
要

4
。
昭
和

35
年

3
月
)
、

 
 
二
八
頁
。
原
翰

に
よ

っ
て
、
若
干

の
字

句
を
改
め
た
。

い
さ
さ
か
不
体
裁

な
字

 
 
下
げ
も
、
原
翰

に
従

っ
た
も

の
で
あ

る
。

(15
)

大
高
洋
司
氏

「初
期
江
戸
読
本

と
寛

政

の
改
革
l
l

『奇
伝
新
話
』

そ
の
他

 
 
1

」

(日
本
文
化
研
究
創
刊

号
。
平
成

12
年

2
月
)、
大
高

・
近
藤
瑞
木
氏
編

 
 

『初
期
江
戸
読
本
怪
談
集
』

(平
成

12
年

10
月

、
国
書

刊
行
会
)
解

説
な
ど
。

(16
) 

早
稲
田
大
学
蔵
資
料
影
印
叢
書

『馬

琴
評
答
集
』
五

(平
成

3
年

9
月
、
早

 
 
稲
田
大
学
出
版
会
)、

一
八
四
頁
。

こ
の
記
事

は
、
佐
藤
悟
氏
「
『泉

親
衡
物
語
』

 
 
と

『白
縫
諌
』
1

七
草
四
郎
も
の
の
系
説T

」
(読
本
研
究
第
十
輯
上
套
。

 
 
平
成
8
年
11
月
〉

に
も
紹
介

さ
れ
て

い
る
。

(17
) 

竹
清

の

『雁
来
魚
往
』
第

三
冊
所
引

。
旧
版
真
山
青
果
全
集
第
十

五
巻

(昭

 
 
和
16
年
12
月
、
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社

V
所
収

の

『随
筆
滝
沢
馬
琴
』

一
五
八

 
 
頁

に
は
、

こ
の
断
簡
が

「天
保

五
年

馬
琴
書
翰
 
武
藤

一
郎
氏
蔵
」

と
し
て
掲

 
 
出
さ
れ

て
い
る

(現
存
不
明
。
新
版
全
集

で
は
省
略
)。
引

用
は
注

5
前
掲

の
木

 
 
村
氏
論
考

に
よ

っ
た
が
、

「
一
行
不
明
」
と
し

た
箇
所

は
、
『雁
来
魚
往
』

『曲
亭

消
息
』
両
書

に
お

い
て
脱
落

し
て

い
る
。

《付
記
》

 
本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
研
究

「文
化

・
文
政
期

に
お
け
る
江
戸
小
説
の
展
開
と
達
成
」
の

一
部
で
あ
る
。

 
文
献
の
引
用
に
際
し
て
は
、
句
読
の
増
減
・清
濁
の
改
変
等
を
施
し
、
割
書
は
〔

〕

に
囲
ん
で
示
し
た
。

 

『作
者
部
類
』
の
成
立
事
情
を
精
細
に
考
証
さ
れ
た
、
木
村
三
四
吾
氏
の
学
恩
に

深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
吉
田
澄
夫
氏
旧
蔵
断
簡
の
紹
介
を
ご
許
可
い
た
だ
い

た
上
、
同
原
翰
を
長
期
に
わ
た
っ
て
こ
貸
与
く
だ
さ

っ
た
佐
藤
悟
氏
に
、
末
筆
な
が

ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

 
 
 
 
 
(
か
ん
だ
 

ま

さ

ゆ
き

・
日
本
学

術
振

興
会
特

別

研
究

員
)
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